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ニホンウナギ Anguilla japonica の終着点は

北海道の地にある。古くから日本人に食資源と

して利用されているニホンウナギだが、その卵

が西部北太平洋の西マリアナ海嶺海域で発見さ

れ、孵化した本種の仔魚が数千キロも離れた地

まで回遊するという全貌が明らかになったの

は、2009 年 の こ と で あ る（Tsukamoto et al., 

2011）。

レプトセファルスと呼ばれるウナギ属魚類の

仔魚は、高い遊泳力がなくとも遠くまで移動が

可能である。それは木の葉のような扁平な形を

呈し、体内のほとんどが水分で満たされてお

り、海流に乗って運ばれやすいためである。ニ

ホンウナギの仔魚は、産卵場から西向きの北赤

道海流と日本列島に沿って北上する黒潮によっ

て輸送される。数ヶ月間の海洋生活期を過ごし

た後、ガラスのように透き通った細長いシラス

ウナギ稚魚へと変態して、台湾、中国、韓国、

日本などの東アジアの河口に接岸する。そのシ

ラスウナギが到達する最北の地が北海道となっ

ている。

その北海道は本州と津軽海峡によって隔たれ

ている。ここにはブラキストン線として知られ

る生物地理上の境界があり、哺乳類などの動物

相の分布が分かれている。ニホンウナギについ

ても、北海道にはほぼ生息していないと捉えら

れて無視されてしまうことが多い。例えば、現

在日本においてニホンウナギの商業漁獲が行わ

れているのは青森県以南の地域であり、最近ま

で北海道には本種に適用される漁業規則さえ存

在しなかった。しかし、我々が北海道でニホン

ウナギに関する文献調査と野外調査を始めたと

ころ、彼らはこの北限の地で密やかに生息して

きたことが次第に浮かび上がってきた。

過去のニホンウナギの漁獲に関する記録をみ

ると、北海道南部の太平洋沿岸において捕獲さ

れたり、漁業対象とされていたという記述が

残 っ て い る（ 野 澤 , 1892; 佐 郷 , 1926; 上 野 , 

1966）。さらに、1879 年以来日本では商業的な

食用魚として養殖され、本州から北海道の湖沼

や堀に移殖された記録もある（竹谷 , 1961；小林 , 

1967）。ニホンウナギは観賞魚やペットとして

も各地で販売されていることも考慮すると、寿

命が比較的長いニホンウナギが或る河川や湖沼

に生息していることは、厳密には自然地理的分

布の証拠とはならない。そこで、まず北海道南

部においてシラスウナギの接岸状況の調査に取

り組んだ。その結果、本州よりかなり遅い時期

に北海道南部の河口にシラスウナギが来遊して

いることが確認され、天然個体の加入の実態が

明 ら か と な っ た（Morita and Kuroki, 2022）。

シラスウナギとして加入した後、厳冬の北海道

で越冬可能かどうかさらに調査を進めていく

と、低緯度域に生息する個体と比べて低成長で
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あるものの、幅広い年齢の個体が生息してお

り、その一部では成熟が進んでいることもわ

かってきた。すなわち、北海道に辿り着いたニ

ホンウナギは低水温に晒される環境で時間をか

けてゆっくりと成長し続け、性成熟を開始する

発育段階まで生存できるといえそうだ。しか

し、こうした生物学的情報はこの数年間に得ら

れた知見であり、2000 年代の北海道南部にお

ける調査ではニホンウナギはほとんど捕獲され

ていなかったことから（森田 , 私信）、近年に

なってから生息数が変化してきている可能性も

否めない。

このように、少なくともこの数十年間、北海

道のニホンウナギは自然科学の分野では着目さ

れていなかったが、人文学的側面では人とニホ

ンウナギの深い歴史が存在していたようだ。ニ

ホンウナギは、北海道の先住民族であるアイヌ

民族が使用していたアイヌ語でタンネ・チェプ

（長い魚）、タンネ・イペ（長い食物）もしくは

ヌクリペ（食う気になれない魚の意）と呼ばれ

るとされる（更科・更科 , 2020）。ニホンウナ

ギに似た形態のヤツメウナギ類と混同された

り、一見するとヘビのような様相も相まって気

味悪がられる存在として扱われていたこともあ

るようだが、北海道のアイヌ民族文化に関する

調査結果をまとめた『アイヌ民俗文化財調査報

告書』では、北海道南部の複数の地域で延縄や

仕掛けを使ったウナギ漁に関する記述があり

（北海道教育庁社会教育部文化課 , 1983, 1987）、

サケのように頻繁に食べられていたわけではな

いものの、ニホンウナギは地域の人々に認知さ

れ、食用とされていたことがわかる。さらに、

ラムサール条約に登録されて水鳥のサンクチュ

アリとして知られるウトナイ湖では「鬼ウナ

ギ」と呼ばれるほど巨大なニホンウナギが獲れ

たという記録がある（竹谷 , 1961）。駒ケ岳麓

の大沼では沼の主とされたニホンウナギにまつ

わる伝説が残っており、大沼に浮かぶ小島には

供養するための鰻塚も建立されている（森田・

黒木 , 2020）。

気候変動が種の分布に及ぼす影響を評価する

ことは、生態系サービスに依存する人間社会に

も直結する問題である。とくに、2014 年から

国際自然保護連合によって絶滅危惧種に指定さ

れているニホンウナギにとって、東アジアに広

範囲に分布する種全体の現在の地理分布やその

個体群の特性を理解することは、種を保全する

ために不可欠である。しかし、絶滅危惧種はそ

の分布の周縁部での生息数は少なく、生物学的

調査は兎角分布の中央部に偏りがちである。ま

た、ニホンウナギに限らずこうした生物の分布

北上化の原因として、地球温暖化のみが注目さ

れる傾向があるが、かつて北海道では海水温が

高い時期もあった。そうした温暖な時期には、

釧路近海はクロマグロの豊漁で賑わっており

（渡辺 , 1988）、温暖な海洋環境はすべて地球温

暖化のみに起因するとは限らない。ニホンウナ

ギの生息分布についても、数十年単位で繰り返

す気候変動の影響等も考慮して包括的な理解を

深めていく必要があるだろう。今後、北限に分

布するニホンウナギの研究を通じて、将来の気

候変動に伴う本種の分布域の変化を予察し、長

期的な生物多様性保全に資する研究を進めてい

きたいと考えている。
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